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近 隣 市 で は 、 認 知 症 の 人 が 偶 然 の 事 故 に よ

り 、 他 人 や 他 人 の 持 ち 物 ・ 財 産 に 損 害 を 与 え

賠 償 責 任 が 生 じ た と き に 補 償 さ れ る 賠 償 保 険

に 、 市 が 団 体 保 険 の 契 約 者 と な っ て 補 償 す る

事 業 を 行 っ て い る 。 保 険 料 は 、 東 京 都 の 認 知

症 高 齢 者 早 期 発 見 等 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク 事 業 補

助 金 を 活 用 し て い る 。 町 も 認 知 症 高 齢 者 の 万

が 一 に 備 え 、 個 人 賠 償 補 償 事 業 に 取 り 組 む べ

き と 考 え る が 、 所 見 を 伺 う 。  


